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岩石学的にみた伊豆大島火山のマグマ供給系

Petrological review on the magma plumbing system of Izu-Oshima

volcano
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　伊豆大島火山は，伊豆弧の火山フロント上の活火山であり，低カリウム島弧ソレアイトマグマを噴出してい

る．過去150年間においては，30－40年間に１回の割合で噴火を繰り返している(1876－1877年噴火,

1912－1914年噴火, 1950－1951年噴火, 1986－1987年噴火)．このような経験則に照らせば，最新の噴火で

ある1986－1987年噴火から既に30年が経過しており，近い将来，次の噴火が起こる可能性が高い． 

 

　本発表では，伊豆大島火山の次の噴火が，2011年3月11日に発生したM9の東北地方太平洋沖地震によって

誘発されるという仮説について検討する．９世紀及び17世紀から20世紀にかけての時期に，伊豆大島火山の

火山活動は周辺で発生した地震（Ｍ≧7）と関連して活性化したことが知られており，両者の関係は単なる偶然

とは考えにくい．ただし，ある噴火は地震発生後に起こり，別の噴火は地震発生前に起こった，という具合

に，過去の事例に照らして，地震の発生が火山噴火を誘発したとは限らない．今後，さらなる検討が必要であ

るが，当時の特異な広域テクトニクスが（巨大）地震発生と火山活動の活性化の両方を同時期に引き起こした

と考えるべきであろう． 

 

　伊豆大島火山の次の噴火が準備される場であるマグマ供給系において，どのようなマグマプロセスが進行し

ているのかを理解しておくことは，我々が次の噴火に備えるために重要である．そこで本発表では，伊豆大島

火山の火山岩の岩石学的研究から明らかにされているマグマ供給系についても概説する．伊豆大島火山の無斑

晶噴出物（液）の組成には，高Al/Siトレンドと低Al/Siトレンドを見出すことができ，火山岩の組成バリ

エーションはこれらの２つのトレンドの中間にプロットされる．含水玄武岩マグマの融解実験の結果に基づく

と，高Al/Siトレンドは深度9 kmのマグマ溜まりでH2Oに飽和したマグマ（~5 wt.% H2O）が結晶分化作用をす

ることによって，低Al/Siトレンドは深度4 kmのマグマ溜まりでH2Oに飽和したマグマ（~3 wt.% H2O）が結晶

分化作用をすることによって，それぞれ導くことができる．すなわち，深度の異なる複数のマグマ溜まり中に

おいて，H2Oに飽和したマグマの結晶分化作用が進行し，噴火時にそれらのマグマが混合して噴出したと解釈

することができる．噴火前のマグマがH2Oに富むことは，伊豆大島火山の次の噴火時に，もし火道を上昇する

マグマからの脱ガスが不十分であれば，噴火が爆発的になり得ることを示唆する．
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